



























































































1 ある城下 1 （F・1）森
2 森の中 2 森の中 （ほぽ変更無し）
3 社殿 3 社殿





















































































































































































































































41松林B 織雛 鍵灘灘繊 ・三十郎『待てと言ったら待て』（「椿」）
42赤松街道B 45街道B ・十五，六騎が駕籠の行列を追ってくるのは
共通。





























































































o 　 　さ　，　此@　　　葺…㌦ゴ　L の手勢が待機している）（「椿」）
72同・茶室 55黒藤の家・茶室 （ほぼ変更無し）
















































































































































































































































































































































































































































































































































































里 曹6・騨、 ・四半刻ほど後「八帖の明るい座敷」へ通され （部屋の移動は無し）









’。 烽ﾆの六帖で食事。「どす黒い飯に，冷えた 82 ・＃84，86，89にわたっで，三ノ膳ま
味噌汁と漬物だけ」。その間に家の中がざわ での食事。杉田，『満腹』になるま1
つき出す。 で押し込む。
九 ・菅田，中廊下に出て探索を始めるも誰何され 92．93・杉田を誰何した侍，部屋に同行し，
もどる。その間，老職が二名『御内談』のた そのまま居座る。
めに急遽来訪したことを知る。奥に「なにか
ある」と焦りつつも動けない。
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厚　　厚　　7　，　　，宮層　　，，　　n　　ρ，ρ，，卿瓢　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　7　　厚「ρ息　　　　　　　　　　　　層　　　　々　　　　斤
。手籠を提げた侍が食膳を下げに来た様子から， ?
と　だな
先程の土蔵に思い当たった菅田，戸納の蒲団
o
・吊ρφ幽阜“　　・砲・　　，　　　　　　　　　　　　　　　曹炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，響
。約半刻ばかり後，裏手から多数の人々の騒ぐ 75 ・杉田が「ものものしい足音が遠ざか
る」のを聞く。
躍「，順窟ou 晶9ρ
・やがて，「かなりな頭数」の騎馬が屋敷を出，
てんじょう
遠ざかる音。菅田火をつけ，天床の板を外 ?
す。
い弔準軽σ　　　‘ ・“・　　　　　　・　　…　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　學　　學　　　　　・　　6サ　　　　　　　　　リ　　　　“　　　　　r
九 黒
・敵方の侍に発見され，菅田抜刀するが，相手
ﾍ『火事だ』と絶叫しながら走り去る。菅田，
95－99・光明寺の嘘が露見し，追われて廊下
?魔髏剴c。中庭に降り椿をむしり
身支度をして廊下を奥へ進み，中庭に飛び出 始めたところでねじ伏せられる。
す。「屋根と庇のあいだから灰色の煙が吹き
出して，雨の中へとたなびき流れるの」を見
る。
藤 ・菅田，土蔵の前で敵方の侍におどりかかるが 121・杉田の立ち合いは無し。若侍達と
転倒，そこへ寺田達が駆けつける。菅田『斬っ ともに「（颯爽と怒鳴る）神妙にし
てはいけません，陸田さんはその土蔵の中に． ろッ！！』。黒藤を追う保川に『斬っ
います，もうこっちのものですから』 てはいけません……斬るなら，足だ
ノ
け』
邸 ・菅田，心の中でつぶやく，「完全な成功だ」。
?????
　　　　　　照　～　．　　1　躍垂爵　難灘難　犠　　…
・菅田の「建策」で光明寺へ向かった討手も捕
@らえられる。
E井坂によつて，救出された城代に引き合わさ
?，??
れた菅田，「謙遜で品位ある態度を示」す。・井坂，菅田から燧袋を不審そうに「指で摘ん
ﾅ受取」る。
??? 雛灘i灘標　難鍵蜩蜩?蜩
・陸田ら，黒藤邸の閉鎖，残りの老職たちの護
? ．・羅象　繋一蟹
送の手配などを済ませると菅田が消えている
ｱとに気づく。邸内を捜索するも見つからず。
臼　葺　塾　　　も
　　　懸灘鍵灘垂　凹　　巳』r　　』　，　　‘詑「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ
，
・雨の中を「しょんぼりと歩」きながらつぶや 130・杉田「尾羽打枯らした姿でボクボク
く菅田。『虚栄心か，偽善かもしれない』， 歩いている」。ヴォイス・オーヴァー
「策戦が完全に成功し，一つの齪賠もなくす 「いったい俺は何故　げ出したんだ
十 べてが完了したとき，そうだ，おれは索漠と （略）手柄を手蔓に仕官なぞと，お
恥ずかしくなり，いたたまれなくなった」， ぞましい事は考えたくなかった……
街 『これは侍の良心の問題だ』。同時に，腹の中 つまり，これは虚栄心というより，
で彼を非難する声，『この虚栄心の強い偽善 侍の良心の問題だ（略）嘘をつけ！！
者め』，『こんなに空腹で無一物でどうするん …… ｶゃ何故，そんなふうにのろの
だ』。 ろ歩いてるンだ！1（略）偽善者め！U
・馬を飛ばしてきた井坂，菅田に追いつく。 ・井坂，寺田，保川，馬で追いつく。
・陸田に，藩の内紛を知られた菅田を「よそへ ・井坂『貴方が帰らなかったら，伯母
道 やるわけにはいかない」と「どなられた」と が一番悲しみますよ』
いう井坂，戻るよう懇願する。 ・杉田『では，帰りましょう』「つい
・菅田，「御藩の平安のためですから戻りましょ 知らずお辞儀をして，井坂達を見廻
う」と答えつつ，「つい知らずおじぎをし」， し，もう我慢しきれずにニッコリし
井坂を見て「もうがまんしきれずに笑いなが て『どうも有難う』」
ら」，「どうも有難う』。 N
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映画「椿三十郎」とその“原作”
3
　このように，小説「日日平安」とシナリオ「日々平安」，さらにその改稿版である「椿三十
郎」と，三つのテクストをストーリーにおいて比較してみると，その根幹が最後まで残され，
「日日平安」が，一見大きく異なる印象を与える映画「椿三十郎」の《原作》であることの具
体的な様相が見えてくる。たとえば城代夫人とその娘との《日日平安》ぷり（eg．第六・七章一
「日」＃17－「椿」＃16）の共通性において象徴的な何かが，これらが，それぞれ独立した別個
の作品でありながら，同時に，ある意味では《同じ作品》でもあることの本質を示しているは
ずである。
　こうした詳細な異同に目を向けつつ，それぞれのテクスト全体との関係を考察することで，
シナリオ執筆と改稿の過程において，その《同じ》であることを保つために何が守られたのか，
つまり，《同じ》であるためには改変できないとの判断と，改変や付加をしてもその《同じ》
であることは殿損されないという判断とに共有される，いわば《同じ作品》であることを保つ
規準として，どのようなことが前提されていたのかを，さまざまに検証，分析することが可能
となる。そのことによって，異なる作品でもあるのに《同じ作品》とも呼び得ることのはらむ
本質的な意味，すなわち，作品とは何かという問いを考えていくうえでの有効なヒントが得ら
れるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
（1）「日日平安」は，1954年7月，『サンデー毎日』臨時増刊涼風特別号に発表された。「日々平安」
　　は，『映画評論』1958年9月，目次および第一頁（p．126）の署名は「黒沢明」で，「監督……堀川
　　弘通」と併記されている。「椿三十郎」は，1962年1月公開（東宝・黒澤プロ），本稿で使用した
　　シナリオは，『全集黒澤明　第五巻』岩波書店，1988年3月，による。ただし，「椿三十郎」は，
　　菊島隆三，小国英雄との共同執筆である。
（2）　佐藤忠男「作品解題」，『全集黒澤明　第五巻』p．370．
（3）　ちなみに，堀川弘通は，「日々平安」完成の時点で黒澤が「椿の花だけ，カラーにならんかナ』
　　と述べたと記している。堀川『評伝黒澤明』筑摩書房，2003年9月，p．248参照。
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